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講時 単位数 2

履修に当たっ
ての注意・助言

/準備学習

前期の「情報サービス概説」を先に履修しておくのが望ましい。演習問題の回答作成には、授業で解説するレ
ファレンスブックを使いこなす必要があるので、実際に手にとって使い方に慣れておくことが大事です。

講義計画

１．オリエンテーション
２．レファレンスの情報源（種類／評価／ガイド）
３．事実検索の情報源（１）言語・文字の情報源（国語辞書／漢和辞書／対訳辞書／用語索引等）
４．事実検索の情報源（２）事物・事象の情報源（百科事典／専門事典／便覧類／図鑑）
５．＊課題演習
６．事実検索の情報源（３）歴史・日時の情報源（歴史事典／歴史便覧／事物起源・年中行事事典／年表）
７．事実検索の情報源（４）統計数値の情報源（年鑑／統計資料）
８．＊課題演習　
９．事実検索の情報源（５）地理・地名の情報源（地名事典／地域年鑑／地図）
10．事実検索の情報源（６）人物・団体の情報源（人名事典／人物文献索引／系譜・家系事典／団体名鑑）
11．＊課題演習
12．文献検索の情報源（１）図書・叢書の情報源（一般書誌／解題書誌／個人書誌／叢書・合集索引／蔵書目録）
13．＊課題演習
14．文献検索の情報源（２）新聞・雑誌の情報源（逐次刊行物リスト／新聞記事索引／雑誌記事索引／抄録誌）
15．＊まとめ

テキスト
『新版　情報源としてのレファレンス・ブックス』長澤雅男・石黒祐子共著（日本図書館協会）￥1、400＜＊注意：
緑色の表紙の本＞

参考書 『情報サービス論』大串夏身・齋藤誠一編（理想社）￥2、100

目的と概要
情報サービスの基本である事実検索および文献検索の内容と方法を、演習形式で学ぶ。情報検索の実践的
な能力を養成することをめざす。

成績評価法
演習課題の提出により、主たる評価を行う。このほか授業中の発表等を加味し、総合的に評価する。評価の割
合は、演習課題およびレポート（70%）、授業への参加度（30%）の予定。

開期 後期 火曜日2限

授業テーマ 参考図書その他の情報源の利用の仕方を学び、実際のレファレンス課題に取り組む。

科目名 情報サービス演習

担当教員 垣口　弥生子

配当 文  3･教育3･人間3
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